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1．はじめに







言を受け，平成 10(1998) 年 7 月には教育課程審議会の答申において，新たに総合的な学習の時
間を創設することが提言された。さらにこの答申を踏まえ同年 12 月に告示された小中学校学習
指導要領の総則に総合的な学習の時間が位置付けられ，小中学校においては平成 14(2002) 年か

















─  「学び方（学習の仕方）」に焦点をあてて  ─
A survey of University Students’ Attitudes regarding Comprehensive Study Time
― Focus on how to learn ―
梶　田　英　之・大　下　恭　平 1・道　法　亜梨沙









































なお，新学習指導要領においては，この (3) の「学び方」といった表記は示されず，「 (2) 実社
会や実生活の中から問を見出し，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表
現をすることができるようにする。」と目標の中に具体的に示されている。















































Ⅱ -3　「学習の仕方」を学んだかを 2 件法（「はい」，「いいえ」）での回答を求める。








ア . 性別（男性：31 名，女性：42 名）
イ . 出身地（広島市：26 名，広島県（広島市を除く）：28 名，広島県外：19 名）
なお，分析にあたっては SPSS(Version26) を用いた。
（2）「自分の現状」について
これらの質問項目（Ⅰ -1 ～Ⅰ -13）は，総合的な学習の時間に関する先行研究 ( 久野他，
2015) において，質問用紙によるアンケートを実施する際に「学習方法に関すること」の視点
で整理されたものである。この調査の期間は，平成 26 年 2 月～ 3 月，対象者は当時の中学校
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なおこれらのうちⅠ -1 及びⅠ -4 の 2 項目については，先行研究 ( 久野  他，2015) においても






















































































































な学習に関するもの】も 29.09％を占めている。そこで，この記述を 5 及び 6 の指標を選んだ
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楽しかった
75.34

















たところ有意差がみられた（t =2.96，df =71，p ＜ .01）。同様に，中学校・高等学校の記憶度に



































更に，総合的な学習の時間における「楽しさ」について 4 件法（「4 とても楽しい」「3 楽しい」
「2 あまり楽しくない」「1 楽しくない」）で問ったところ，図 8 のとおりとなった。




















授業者 大下 恭平 
 
1 日 時  令和２年１２月１７日（木）５校時 
2 学 年  第３学年１組（２９名） 
3 場 所  ３年 １組 教室 
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